
1 

 

第 41 回 福 岡 県 女 子 剣 道 選 手 権 大 会 

兼、第 62回全日本女子剣道選手権大会県予選会 

実 施 要 項（個人用） 

 

１.日  時  令和５年６月４日(日) 

        受付時間  午前 ８時 30分～９時 00分 

        開 会 式  午前 10時 

 

２.会  場  福岡武道館 

        福岡市中央区大濠 1-1-1 ℡ 092-714-1900 

 

３. 出場資格 

①年齢 18歳以上とし、段位の制限はしない。 

    （年齢計算は、令和６年４月１日を基準とし、平成 18年４月１日以前に生まれた者） 

②五段以上は本連盟の登録会員であること。四段以下は地域剣道連盟に所属していること。 

       ③全日本女子剣道選手権大会予選会への出場は一都道府県大会のみとすること。 

他都道府県の予選会に出場するなど違反した者は出場を取り消します。 

④令和５年９月３日開催予定の全日本女子剣道選手権大会出場者は、上位２名とする。 

 

４.注意事項  

(1) 防具等の荷物は、２階観覧席に置くこと。 

  (2) 使用する竹刀は、全剣連の「竹刀の基準」を遵守すること。 

    ※大会当日、竹刀の計量、測定を実施いたします。（場所は、柔道場） 

(3) 選手は、大会当日に「健康確認票」を受付に提出すること。 

(4) 紅白目印（長さ 70ｃｍ・幅 5ｃｍ）を持参すること。 

（5）ウォーミングアップについては、審判会議を競技場内で行う関係で十分な時間が 

確保できないことから、選手各自で調整すること。 

 （6）靴を入れる袋を持参して、各自で靴の管理をすること。 

 

５.申込方法  参加料1,000円を「書類送付先、払込先、問合せ先」に示す振込先に 

振り込み、申込書を送付すること。 

 

６.申込締切   2023 年 4月 22日(土)※必着 

 

７.試合・審判および試合方法 

（1）全日本剣道連盟剣道試合・審判規則と同細則、および主催大会実施にあたっての感染

拡大予防ガイドライン（新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・審

判方法）に記載の試合方法による。 

 （2）試合はトーナメント方式により、優勝・準優勝・第３位・第４位を決定する。 
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 （3）試合は３本勝負、試合時間は５分とする。試合時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦

を行ない、先に１本取った者を勝ちとする。なお、延長に入ってからの試合時間は３分

区切りで、延長３回で１回５分間の休憩を取り、勝敗の決するまで継続する。 

 

８．剣道用具の取り扱いについて 

（1) 選手は、大会で使用する剣道用具について、「剣道用具確認証」を提出すること。 

（2）竹刀については次の事項を遵守すること。また大会当日に、計量・検査を必ず 

   受けること。 

   ●竹刀の長さ（全長・先革長）、重さ、太さ（先革先端対辺直径値および先端よ 

    り８cm のちくとう部対角直径値）は、表１、表２および図のとおりとする。 

   ●ピース（四つ割り竹）の合わせに大きな隙間のあるものや安全性を著しく損う 

加工、形状の変更したものの使用は認めない。 

 （3）小手については次の事項を遵守すること。 

●小手は、こぶしと前腕（肘から手首の最長部）の 1/2 以上を保護し、安全性を保つため

小手頭部および小手ぶとん部は十分な打突の衝撃緩衝能力がある。 

   ●小手ぶとん部のえぐり（クリ）の深さについては小手ぶとん最長部と最短部の 

長さの差が 2.5cm 以内である。 

 （4）面については次の事項を遵守すること。 

   ●面ぶとんは安全性を保つため、肩関節を保護する長さがあり、十分な打突の衝 

撃緩衝能力があるものとする。 

（5）剣道着については次の事項を遵守すること。 

●剣道着の袖は、安全性を保つため、肘関節を保護する長さを確保すること。 

   （構えたときに肘関節が隠れること） 

 

表 1 竹刀の長さ、重さ、太さ 

長 さ 

（全 長） 

重 さ 太 さ 

先端部最小直径 ちくとう最小直径 

120 センチメートル以下 440 グラム以上 25 ミリメートル以上 20 ミリメートル以上 

 

表 2 二刀の場合の竹刀の長さ、重さ、太さ 

 長 さ 

（全 長） 

重 さ 太 さ 

先端部最小直径 ちくとう最小直径 

大刀 114 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以下 400 ｸﾞﾗﾑ以上 24 ﾐﾘﾒｰﾄﾙ以上 19 ﾐﾘﾒｰﾄﾙ以上 

小刀 62 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以下 250~280 ｸﾞﾗﾑ 24 ﾐﾘﾒｰﾄﾙ以上 19 ﾐﾘﾒｰﾄﾙ以上 

 



3 

 

 

 

９．表  彰 

  優勝者には優勝杯と賞状を授与し、準優勝については賞状及びトロフィーを授与する。 

なお、３位と４位については賞状（敢闘賞）を授与する。 

 

10．安全対策 

   出場選手は、各自十分健康管理に留意し本大会に参加すること。 

   主催者において、大会実施中傷害発生の場合は、看護師により応急措置を講じ、病院等で

治療を受けられるよう手配する。この場合の治療費は自己負担とする。 

   なお、主催者は、大会中の選手の事故に対し、傷害保険に加入する。 

   選手は、健康保険証を持参のこと。 

 

11．個人情報保護法への対応 
      参加者の個人情報（漢字氏名、カナ氏名、生年月日、年齢、称号・段位、職業等）は福岡

県剣道連盟および地域剣道連盟が行事運営のために利用する。なお、氏名、年齢等の最小限

の個人情報は必要の都度、目的に合わせた公表媒体（掲示用紙、ホームページ、剣脈等）に

公表することがある。更に、普及発展のためマスコミ関係者に必要な個人情報を提供するこ

とがある。 

 

  ※別紙の大会実施要項（新型コロナウィルス感染症対策）を参照のこと。 

 



 

 令和5年6月4日（日）於：福岡武道館

参加選手なし 福岡市早良区剣道連盟

※参加選手がいない場合、参加選手なしに○をつけてＦＡＸ又はメールにて送信のこと。

※職業欄には、企業名、高校・大学名、警察官、刑務官等と明記のこと。

№
ふりがな
氏　　名

職   業 年　齢 生年月日 段　位 連絡先（携　帯）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参加料：一人1,000円

申込書提出締切：令和５年4月２2日（土）

第 41 回 福 岡 県 女 子 剣 道 選 手 権 大 会

兼、第62回全日本女子剣道選手権大会県予選会

参加申込書
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令和５年４月６日 

公益社団法人福岡県剣道連盟 

 

第 41 回福岡県女子剣道選手権大会 

大会実施要領 

（新型コロナウィルス感染症対策） 

 

 

 

 

                  

〇次のことが当てはまる人は大会に参加できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基礎疾患のある人が理由あって参加する場合は、主治医の承認を得るも 

のとする。 

 

〇大会に申し込む人は、自己の責任において当日の大会に参加するものとする。 

〇過去に新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染歴のある方は、大会参加について医師と相談して決める。 

 

 

     

 

 

〇「健康確認票」を必ず持参すること。忘れると会場に入れない。

〇着替えは原則自宅で済ませておく。 

やむなく大会会場内の更衣室を利用する場合は、密を避けて交代で使用する。 

大会要項（参加者募集）における確認事項 

 

大会当日の注意事項 

※大会当日、会場入口前で検温を実施        

◎体温が 37.5 度以上ある人や 37 度以上あり且つ風邪症状がある人 

◎同居家族や身近な知人に感染者または感染の疑いのある方がいる人 

◎過去 14 日以内に渡航歴のある人や感染流行地域を訪れた人 

◎基礎疾患のある人 

※基礎疾患のある人…糖尿病、心不全、慢性閉塞性肺疾患、透析を受 

けている人、抗がん剤などを用いている人 
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〇体温測定と次の体調確認を行う。 

 咽頭痛、咳、臭覚異常、味覚異常、強い倦怠感、その他の症状（頭痛・腹痛・下

痢・嘔吐等） 

〇大会に参加する時は、マスクを必ず着用すること。 

 マスクは複数枚持参することが望ましい。 

〇靴を入れる袋を持参して、各自で靴の管理をすること。   

 会場以外を裸足で移動しない。使用後ビニール袋を必ず家まで持ち帰ること。会

場内で捨てない。 

〇参加する全ての人は、係員の誘導に従って行動すること。 

〇施設内に入場する人は、全員必ずマスクを着用し、私語を慎む。 

〇入場する時も含めて、常にフィジカルディスタンス（他の人との距離）を約 2ｍ

（最低でも 1ｍ）確保する。試合会場へ入場する選手の人数制限等を検討する。 

〇試合前および試合後に、手洗い・うがい・手指のアルコール消毒を行う。 

〇自分の剣道具および竹刀・面手拭などを他の人に使わせない。 

 また他の人の物を使わない。（忘れ物をしないこと。） 

〇食事の空箱・ペットボトル・持参した物など、ごみは必ず持ち帰ること。 

会場内で捨てないこと。 

〇役員・審判員・係員はマスクを着用する。（審判員は審判時のみ外す） 

 

 

※道具の貸し借りは禁止 

       

 

【選手、応援者】 

〇面マスクか、シールドを着用（マスクは口と鼻を確実に覆うものとし、持病等に

より鼻を出す必要がある場合は申請をすること。シールドは口元を覆うものと

し、形状の指定はしない） 

〇目印は、必ず自分の物を使用。会場内では常にマスクを着用する。 

〇応援者は、声を出して指示を出さない。選手は、声援をしない。応援は拍手のみ

とする。 

〇お互いに鍔ぜり合いにならないように試合を行う。もし鍔ぜり合いになったらす

ぐに分かれるか、引き技を出し、掛け声は出さないこと。（引き技の発声は可） 

〇試合が終了したら、すみやかに会場（施設）から退出する。 

〇大会中に発熱したり体調の悪くなった時は棄権し、すぐに帰宅して経過観察す

る。 

〇第 1 試合に出場する選手は、開始時刻の 10 分前には各試合場にて待機する。 

〇延長は３分で区切り、３回毎に５分間の休憩を取る。 

試合について 
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【審判員】 

〇自分用の審判旗を持参する。大会本部の審判旗を使う場合は、使用前および使用

後に必ずアルコール消毒をすること。 

〇試合者が鍔ぜり合いを解消しない場合、すぐに「分かれ」をかける。 

〇試合終了後に当該試合の反省を行う場合は、1ｍ以上の間隔を空ける。 

〇審判員の試合場への入退場は、１ｍ以上の間隔を空けて行い、副審は試合開始線

の外側を通り定位置まで進む。 

〇合議は、1ｍ以上の間隔を開けて行う。 

 

 

      
 

【竹刀検査】               

〇検査員と検査を受ける人は、マスクを着用すること。 

〇待機時に間隔をとること。 

 

※来場する全ての方で、大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症

した場合は、全日本剣道連盟ホームページの「剣道における新型コロナウィルス

感染症報告フォーム」より入力して、報告をしてください。     

【別添 1】 

剣道試合・審判運営要領ｐ14 審判員の移動・交替要領 

第 1 図 審判員の入場および整列 

【別添 2】 

審判員合議時の位置 



健康確認票 

 

記入日： 令和  年  月  日 

 

所 属             

氏 名                     年 齢       

 

連絡先電話番号              

緊急時連絡先電話番号           

 

 

当日体温 当日体調（✓を入れてください） 

℃ 

□特段問題はない 

 

□発熱（37.5℃以上）・咽頭痛・咳・嗅覚異常・味覚異常・

強い倦怠感・その他の症状（頭痛・腹痛・下痢・嘔吐等）

がある 

 

 

この表に記入いただいたすべての情報は Covid-19 感染予防の目的以外の使用はせず、厳重に

取り扱いします。 

 

□直近 1週間以内に、発熱（37.5℃以上）・咽頭痛・咳・嗅覚異常・味覚異常・強い倦怠感・ 

 その他の症状（頭痛・腹痛・下痢・嘔吐等）がない 

 

 

※緊急時連絡先電話番号はご家族とご連絡が取れる番号をご記入ください 



 

□書類送付先、払込先、問合せ先 

・書類送付先 

〒819-0043 福岡市西区野方 3‐33‐18  野中一臣 

 

・払込口座 

1．ゆうちょ銀行（郵便局）から払い込む場合 

払込先：ゆうちょ銀行 口座記号番号：01700－1－153429番 

口座名称：（漢字）福岡市早良区剣道連盟 ／（カナ）フクオカシサワラクケンドウレンメイ 

2．他の金融機関から振り込む場合 

【店名】一七九（読みイチナナキュウ） 

【店番】179 【預金種目】当座 【口座番号】0153429 

 

・問合せ先 

電子メール sawara.kenren@gmail.com 

ファクシミリ 092‐510‐1476 

電話（野中） 080‐5247‐1727 ※個人の携帯ですので、午後 6時以降にお願いします。 

mailto:sawara.kenren@gmail.com

